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２０２３年 7 月 

 
 

           

 

                         

 

次なる目標            

ブランチフィールド神父 

 

6月 22日（木）空は曇っていて少し涼しい朝です。6月 11日はご聖体の祝日があっ

て、子どもの初聖体もありました。その日の子どものミサは盛り上がりました。子ども

たちのハンドベル、ウクレレ、ギター、笛なども良かったし、ミサ後のパーティは素晴

らしかった。お料理を作った皆さんに感謝します。皆さんの協力の上にその日は大成功

でした。 

この頃子どもの侍者が少し増えていることがありがたいです。男の子だけがいないの

が寂しい。小中学校の男の子が大勢いるはずですので、一緒になってしてほしいです。

未だ受洗していない子もあるかもしれないですが、それでも来てほしいです。 

 今度の目標は、平和旬間です。8月 5日～8月 15日は、聖母の被昇天となりますが、

是非とも夏まつりに大勢参加してほしい。その晩は花火大会で閉めたいと思っています。 

 

祈りのうちに 

 

6月 16日はイエズスの御心のお祝いでした。その日に読まれた「使徒ヨハネの第一の

手紙(4・7‐16)」では、神様を人間に対する愛が強調されました。明らかに私たちは神

様の愛のある関わりに呼ばれています。しかしこの関わりに生きるのに、祈りの生活が

根本的にあります。 

ただ祈りと言っても、決まり文句と願い事だけではない。心と心の触れ合いのうちに

自分の心を神様に打ち明けることをします。そして沈黙のうちに神様の反応を待ちます。

神様に対する揺るぎない信頼は最も必要です。愛深い父である神様が、私たちを愛をも

って包んでくださるからです 
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        2023年 ７月度 教会委員会報告 

 

開催日時：2023年６月 18日(日)午前 11時 35分～13時 00分 

出席者：ブランチ神父、委員長、副委員長、副委員長、財務、典礼、宣教司牧、福祉、総務、

教会学校、中高大青会、一粒会、市内キリスト教連絡会、ｼｬﾙﾄﾙ聖ﾊﾟｳﾛ修道女会片瀬修道院 

聖母訪問会モンタナ修道院、見学者２名 

 

□今回はブランチ神父の冒頭のご挨拶はなかった。 

 

□報告および連絡事項 

  １．典礼部より、７月９日（日）11 時 30 分～13 時 横浜教区典礼研修会を行う。 

場所は信徒会館１F。２枚の DVDを視聴後、分かち合いを行う。聖堂入口に参 

加申込用紙を掲示しているので参加希望者は名前を記入のこと。 

  

  ２．ブランチ神父は７月18日(火)～８月８日(火)迄アイルランドに一時帰国する。 

この間の種々対応は以下の通りとする。 

１） 主日ミサ  

① ７月 23日は司式者未定。現在探しているが、もし居ない場合は 

集会祭儀となる。その場合は鍛冶ヶ谷教会等に支援してもらう。 

② ７月 30日は、８時、10時ミサ司式は植栗神父。 

③ ８月 ６日は、８時、10時ミサ司式は田丸神父。 

２） 葬儀等の緊急時は、田丸神父(戸塚教会)か、藤沢教会へ連絡する。 

３） ナザレト修道院の対応としては、７月 23、29日、８月６日 16時ミサ司式

は山口神父。 

４） 懸案事項として、教会の朝夕の鍵の開け閉めをどうするか決める必要があ

る。 

 

  ３．営繕より 物置設置完了し６月４日に荷物搬入済。 

不用品廃棄費用の見積は、トラック３台分約 45万円。これは今回の委員会で 

承認。 

1) 廃棄物には司祭館屋根裏部屋の物も含む。６月末迄に要・不要の選別をし、 

７月初頭に廃棄する。司祭館１Ｆのジョンさんの部屋にある金庫も廃棄 

する。 

２）流しそうめんの道具は藤沢教会で使用予定なので、藤沢に引き取って 

もらい、片瀬で使用する場合には、借りるという形で調整する。 

 

  ４．教会学校、中高大青会は、７月 22日(土) 10時～14時 聖心の布教姉妹会の 

シスターの方々との交流会にみその台の本部を訪問する。保護者同伴。 

 

  ５．第５地区一粒会より、片瀬教会での神学生(グエップ神学生、大船教会で実習

中)との交流会を企画している。主日に行う予定で信徒とミサや交流会をし、

午後、教会学校・中高大青会とレクリエーション等を計画中。日程調整する。 
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  ６．第 55回横浜教会一粒会大会 日時：2023年 10月９日(月)12時～15時。 

場所：清泉小学校体育館 片瀬教会の定員は４名。詳細は後日案内する。 

 

  ７．11月16日(木)８時～13時 湘南白百合学園中学2年生の修養会(生徒176名、

教職員 9名)で聖堂と信徒会館を使用する。行事活動予定をいれないこと。 

 

  ８．聖母訪問会の東ティモール活動停止の報告(聖堂入口に掲示) 

 

  ９．11 月 23日(木)聖コロンバンの祝日 10時半より片瀬教会で来日 75周年の記

念ミサが行われる。 

 

  10．９月 30日(土)聖心侍女修道会より難民自立支援ネットワークＲＥＮによる 

チャリティコンサートを聖堂で行う。 

 

  11．福祉部より ７月の合宿予定。３～５日川崎マック。21～22日第２アルク。 

26～27日ワン・ステップ。27～29日みのわマック。これに先立ち、信徒会館の

バルサン・掃除を６月 26日終日かけて行う。 

 

  12．市内キリスト教連絡会より ６月 17日(土)に連絡会開催。 

    1）８月５日(土)平和のための合同祈祷会を善行ナザレン教会で行う。 

    2）ＹＭＣＡでは高齢者向けプログラムを用意できるので希望あれば申し出て

下さいとのこと。 

 

  13．茅ケ崎教会でホームレスの支援活動を再開した。 

 

  14．ガーデニングサークル ６月 14 日(水)入口右側の笹を刈り取ってきれいにし

た。７月からポストカードの販売を始める。収益はガーデニング活動にあてる。 

 

  15．宣教司牧部より 第３、４主日に「カフェ つみびと」を再開した。 

 

□ 検討・決定事項 

   １．バザーに関するアンケートを今回提示された案(別紙)にて実施する。 

アンケート結果をどう反映させていくかはからし種７月号に掲載する。 

 

  ２．夏の集いは、司祭の意向で「平和の祭り」として、聖母の被昇天であり 

平和旬間(８月６～15日)の最終日でもある８月 15日(火)に行う。内容に 

ついては、企画委員会を立ち上げる。本委員会では、Ａ氏、I氏の他教会学校、

中高大青会からも参加してもらうことにした。他に企画に携わってもらえる人

を募る。 

    

  ３．共同宣教司牧の基となる、司牧書簡「交わりとしての教会をめざして」と 

「横浜教区における改革の基本方針」を各 300部入手済。読み合わせ会を開催し 
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信徒へ広げていくことになった。詳細は別途案内する。 

 

  ４．トルコ地震支援金約 10 万円集まった。教会からの支援金も出すか８月度教会

委員会で決める。 

                              ―以上― 

 

バザーに関するアンケートについて 

                    教会委員長 池尾昇治 

私たちはコロナ禍でいろいろな活動を一度立ち止まって考えることができました。バ

ザーもその一つです。従来通りのやり方を踏襲するのか、他のやり方をやってみるのか。

ただ、これを教会委員会で決めるのではなく、広く信徒の皆様のご意見を伺った上で進

めていきたいと思っています。そこで今回バザーに関するアンケートをさせて頂きます

のでご協力をお願いします。多くの賛同が集まったやり方で今年はやってみたいと思い

ます。アンケート用紙を皆様の引き出しに入れさせて頂きました。主日にアンケート回

収箱を設置します。８月度教会委員会が会開かれる７月 16日 10時ミサ迄に回答をお願

いします。 

 

共同宣教司牧を知りましょう 

教会委員長 池尾昇治 

６月度の教会委員会報告に「当教会での３部門（祈る力を育てる、伝える力を育てる、

証しする力を育てる）の役割・活動を育てていくために、横浜教区の共同宣教司牧に関

する司牧書簡を教区より取り寄せ、信徒に配布する。コミュニティでの読み合わせをす

る等の意見があるが、取り寄せて内容を見て委員会でどう活かすか検討することにし

た。」とあります。司牧書簡等は５種類ほどありますが、まず最初の２つの司牧書簡「交

わりとしての教会をめざして」と「横浜教区における改革の基本方針」を信徒の皆様に

御配りできるよう教区から 300部ずつ取り寄せてあります。ただこれらは配布しただけ

では教会として不十分と考え、司祭のご意見を伺って「読み合わせ会」をすることにし

ました。６月度教会委員会ではコミュニティ単位等の意見が出ていましたが、７月度教

会委員会では分散して読み合わせをするのではなく一つにまとまって行った方が良い

とのことでコミュニティとは切り離して行うことにしました。まず、「交わりとしての

教会をめざして」から始めたいと思います。これは梅村司教が司教叙階された時に書か

れたものです。よく３部門とか言われていますが、誤解しないで頂きたいのは、教会は

３つの部門に分かれているのではなく皆が一つになっていくことが大切ということ。そ

のことをこの司牧書簡で解説されています。読み合わせ会のスケジュール等が決まりま

したらご案内しますのでぜひ参加下さい。 
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マスール 

 

この話、白百合学園ご出身の方はご存知だと思いますが、５月の下旬、いつも教会委

員会に出席して頂いているシャルトル聖パウロ修道女会のマスールＹさんから一通の

メールが着ました。「５月 28日は、145年前シャルトル聖パウロ修道女会の３人のスー

ルが函館に初めて上陸した記念すべき日で…」ということで 28 日の主日ミサで祝福を

して頂くというものでした。ここでふと思いました。「ん？“スール”？」。 

私たちはいつも“マスール”と言っていますよね。早速マスールＹさんに尋ねたとこ

ろ、本当は“スール”で、呼びかけたりするときに“マ”をつけて“マスール”という

とのこと。辞書で調べてみると“スール（sœur）”はフランス語で姉妹のこと。“マス

ール”は“マ・スール（ma sœur）”と２つの単語でできていて“私の姉妹”とでてきま

した。マスールＹさんは「日本では、“マスール”という言い方が定着しているので細

かい区別はしていないのですよ。」とのことです。 

 

 

初聖体の日をむかえて 

 

マリア・ソフィア N.Y. 

私は、六月十一日に初聖体をうけました。 

そのために、教会学校の Mさんと聖書のお勉強をしてきました。勉強の中で一番印し

ょうにのこっているのは、ごミサの大切さについてです。 

ごミサは一週間の感しゃと反せいをする大切な日だと知りました。教会に行くのが大

切なのも知りました。 

入場は、十字架を持った待者に家族と続いて行きました。その後、第一朗読を読みま

した。 

最初は、間ちがえなく読めるか心ぱいでした。でも、自分の中ではしっかり読めたと

思いました。その次に、聖堂でのご聖体はいりょうでパンをいただきました。 

思っていた食感と味とは違いましたが、学年が上がったような気がしました。 

 ごミサが終わった後、みんなからおめでとうと言われ、私のためにいわってくれて嬉

しい気持ちがあふれました。 

その後、パンとチキンとケーキが用意されとても嬉しかったです。きんちょうしまし

たがとても良い一日でした。 

これからも教会の一員として家族として活動していきたいと思います。 

神父様、みなさま、ありがとうございました。 
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コロナ禍の 3年間分の初聖体のお祝い 

                         教会学校 M.M. 

2021 年キリストの聖体の主日にチェチリア・シャルロット S.N.さんが初聖体の恵み

を受けました。翌年 2022年の復活祭に マリア・パトリシア・フランシスカ T.M.さんが

洗礼と初聖体の恵みを受けました。同じく 2022 年キリストの聖体の主日にヴェルナデ

ッタ K.C.さんが、そして今日、2023年6月 11日マリア・ソフィア N.Y.さんが初聖体

のお恵みを受けました。 

2021年 2022年と私達はコロナ禍の為、色々な制約のある中、初聖体のごミサは出来

ましたが、今までやっていたミサ後のお祝いの会を設ける事が出来ませんでした。今年

はやっと皆でお祝いをして良いという事になったので、昨年、一昨年にお祝いの会がな

かった時の子ども達の分も一緒にお祝いをしましょうと神父様にご相談をしたところ、

そうですね、3年間分少し盛大にしてあげましょう、という事になりました。 

お手伝いの皆様も一人二人にお声をかけさせていただくとすぐに、その他の方にもお

声をかけて下さり、丁度良い人数の皆様に集まっていただく事が出来ました。また自主

的に手作りのパンやお料理、ケーキを作って下さる方々もいらして、いつもより、少し

盛沢山の種類の食べ物が並びました。会のはじめにに神父様がそれらの食べ物を祝福し

て下さり、皆で葡萄酒ならぬ、ぶどうジュースを手に乾杯をいたしました。そして皆に

切り分けられたパンをいただいた時、今日の聖書の個所、裂かれた一つのパンを皆でい

ただく、だから私たちは大勢でも一つの体です、という言葉が、再度、心にしみました。

家族がまた増えた喜びと、祝いが出来なかった皆さんと、こうして祝えた喜びに感謝い

たしました。 

会の最後には、その日にやはり、3 年ぶりに復活した子どものミサバンドとウクレレ

サークルの皆様の伴奏でスピリットソングとフレンズを歌い笑顔のうちに閉会となり

ました。 

3 年間のコロナ禍を経て、神様は私達に色々な事を語って下さったような気がしまし

た。 

ご協力下さった皆様に感謝いたします。 

早朝にはドシャ降りだった雨もあがり、平和な雰囲気のうちに終わった初聖体の一日

でした。 

神に感謝 

 

  



 7 
 

 



8 
 

●７月の典礼 

1日(土) 福者ペトロ岐部と 187

殉教者 

23日(日) 年間第 16 主日 

2日(日) 年間第 13 主日 25日(火) 聖ヤコブ使徒 

3日(月) 聖トマ使徒 26日(水) 聖マリアの両親 聖ヨアキム

と聖アンナ 

9日(火) 聖ベネディクト修道

院長 

29日(土) 聖マルタ聖マリア聖ラザロ 

15日(土) 聖ボナベントゥラ司

教教会博士 

30日(日) 年間第 17 主日 

16日(日) 年間第 15 主日 31日(月) 聖イグナチオ(ロヨラ)司祭 

22日(土) 聖マリア(マグダラ)   

 

●６、７月の予定 

６月 25 日(日) 第５地区教会委員長会議、共同宣教司牧委員会 14 時～17時 

大船教会 

26 日(月) 信徒会館 バルサン・掃除 終日 

７月３日(月)～５(水) 川崎マック合宿 

 ６日(木) まりあ食堂 

９日(日) 横浜教区典礼研修会 11時 30分～13 時 信徒会館１Ｆ 

10 日(月)、15 日(土) ダスキンによる信徒会館厨房消毒 

16 日(日) ８月度教会委員会、ミニ福祉バザー 

21 日(金)～22 日(土) 第２アルク合宿 

22 日(土) 教会学校・中高大青会 聖心の布教姉妹会との交流会 

23 日(日) 第５地区「伝える力を育てる部門」 15時 大船教会 

26日(水)～27 日(木) ワン・ステップ合宿 

27日(木)～29 日(土) みのわマック合宿 
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